On So-Cold Wild Chrysanthemums by 長谷川 鑛平

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































べてある｡ 周の穆王 (はくおう) という伝説的聖
王のもとに,慈童の君という少年が仕えていて,
王にいたく寵愛せられていた｡その少量が或ると
き重大な過失をおかしてしまい,処罰は免れない
こととなったが,結局,死一等を減じて還流に処
せられることになった｡いよいよ流刑になるとき,
王は ｢法華経｣普門品にある二句の偏をひそかに
授けた｡帝城を去ること三百里の深山幽谷に流さ
れた慈童は,毎朝この二句の侭を唱えることとし
たが,備忘のため,身近に見出された野菊の下葉
にその文を書きつけた｡その野菊の葉におのずか
ら露が宿る｡それが僅かにこぼれて,谷川の水に
したたる｡ところがその二句の侭の霊験によって
か,谷川の水がことごとく霊薬となり,味わい甘
露のごとく,あたかも百味の珍にもまさった,とあ
る｡日頃これを飲で渇を医した悪童は,日日の健
勝を得たのはかりではなく,不老長寿をも得て仙
人となった｡あの有名な彰祖がそれで,寿800年
であったと言われる｡その谷川の水を飲料水とす
る民300余家も,その余洋をこうむって,無病息
災,いずれも不老不死の上,寿を保った,とある｡
ところで謡曲 ｢菊慈童｣は話を魂の文帝の時代
のこととしてある｡親の文帝の臣下が帝の宣旨を
奉じて深山幽谷に分け入ったところ,齢700歳な
がら,みずみずしい少年の体の怪人に行き合うと
いうことになっている｡
このようにして菊の雫,菊の露,菊水,ないし
菊の酒と不老長寿との関連は伝説として,遠 く今
日にまで及んでいるのである｡
*
子狐のかくれ疏なる野菊かな
という蕪村の句は,先に引いた｡日本古典文学大
系 F蕪村集Jの頭注には,｢子狐と野菊との取合わ
せ｡可憐なる野趣｣と,蕪村の偶然な思いつきの
ように扱ってあるが,狐と野菊とは,それ以上に,
どうやら,何らかの親縁関係があるようでもある｡
というのは,あの信田妻の葛の菓狐が,ついうっ
かり野千の正体を露わしてしまったのは,まがき
に生えまつわる野菊にうっとり見とれてであっ
た｡今,浄るり ｢信田妻｣から関連のところを引
用してみよう｡葛の菓狐の説話というのは,つま
り,危いところを助けられた女狐が,報恩の一つ
として,女人に化けて恩人阿部の保名の妻となっ
て,信田の森に住み,幸福な家庭生活をいとなむ｡
｢頃Lも今は,秋の風,ふくろう松桂の枝に鳴
きつれ,孤,蘭菊の花に,かく捷むとは,古人
の伝えしごとく,この女房, 庭前なる範 (まが
き)の菊に心を寄せLが,咲き乱れたる色香にめ
でて,ながめ入り,仮りの姿をうち忘れ,あら
ぬ姿と変じつつ,しばし時をぞ移しける｡--｣
そこを,わが子に,見とがめられ,ついに人間界
に棲みはたし得なくなり,
恋いしくは,尋ね来て見よ,和泉なる,信太
の森の,うらみ葛の葉
の歌を,かたわらの障子に書き残して姿を消して
しまった｡
ところで F自民文集J 凶宅詩というのに,｢島
松桂ノ枝二鳴キ,狐蘭菊ノ叢二歳 (かく)ル｣とい
う句があり,この詩が先程の引用句に,古人の伝
へしごとく,として言及してあり,謡曲で同じく,
狐を扱っている｢殺生石｣にも,｢ふくろう松桂の
枝に鳴きつれ,狐蘭菊の花に隠れ住む--｣と,
又侯引用してもある｡そしてこの ｢蘭菊｣はむろ
ん,らんと菊,蘭草であって,和名フジバカマ,
秋の七草の一つで,キク科の多年草で野菊と関連
がなくもない｡やはり芳香があって,昔は同じく
芳香のある菊と並び称されたもののようである｡
-1261
